
約100年ぶりに
里帰り展示

今回の特別展では、現存するキリン
の「ファンジ」の剝製標本（国立科学
博物館所蔵）をトーハクで約100年
ぶりに里帰り展示します。

トーハクは日本でいちばん長い歴史のある博物館です。そのはじまり
は、1872（明治5）年3月10日、湯島聖堂大成殿に、美術品から動植物
の標本剝製まで約620件の展示品を集めて開催された「湯島聖堂博覧会」
でした。当初は20日間の開催を予定していましたが、大盛況だったため、
延長を重ねて結局4月30日に終了しました。この博覧会の開催を、トーハ
クの創立・開館の時としています。

はじまりは「湯島聖堂博覧会」
金鯱が大人気！

現在トーハクがある場所一帯は、江戸時代、
寛永寺の境内でした。幕末、旧幕府軍と新政府
軍が戦った上野戦争で荒廃しましたが、そこを
公園として整備し、博物館もつくられました。

幕末の戦禍で
荒廃した上野が
公園として憩いの場へ

博物館の開館当初は、絵画、書跡、楽器、陶磁器、
甲冑、刀剣などの美術工芸品から動植物の標本
や剝製などを国内外から集めて展示していました。
その後、動物、科学、美術工芸というように各部門
に分かれ、それぞれを専門とする展示施設（現在
の東京都恩賜上野動物園、国立科学博物館）と
して運営されるようになったのです。

はじめは動物も
展示していました！

150年の間に
集められた
約12万件の所蔵品に
会いに行こう！

天産（自然史）資料として展示されていた2頭
のキリン剝製標本。1907（明治40）年にはじ
めて生きたまま日本にやってきたキリンです。
（左が「ファンジ」）

創立に力を尽くした
町田久成と田中芳男

※2021年3月31日時点。これとは別に、国宝54件、重要文化財262件を含む総数2,651件の寄託品を収蔵しています。

混雑緩和のため、本展ではオンラインによる事
前予約制（日時指定券）を導入します。中学生以
下は無料ですが、オンラインでの事前予約が必
要です。詳細は展覧会公式サイト等でご確認く
ださい。

「国宝 東京国立博物館のすべて」
2022年10月18日（火）～12月11日（日）

● 観覧料：一般2,000円／大学生1,200円／高校生900円
● 休館日：月曜日
● 主　催：東京国立博物館、毎日新聞社、NHK、NHKプロモーション、
　　　　  独立行政法人日本芸術文化振興会、文化庁
● 協　賛：JR東日本、大伸社、大和ハウス工業、三井住友銀行、横河電機、横河ブリッジホールディングス
● 展覧会公式サイト：https://tohaku150th.jp/
● お問い合わせ：050-5541-8600（ハローダイヤル）

展覧会公式サイト

※会期中、一部作品の展示替えを行います。展示内容、会場、開館時間等の詳細は、展覧会公式サイト等でご確認ください。

東京国立博物館創立150周年記念ロゴマーク

● ゆっくり歩いて静かに見よう。
● 作品やケースにさわらず目で楽しもう。
● 家を出る前に体調をチェックしよう。
● マスクを忘れずに着用してね。
● 周りの人とはしっかり距離を取ろう。
● 館内でメモを取る時は鉛筆を使おう。 

648件
所蔵品数

重要文化財

120,073件
所蔵品数

総数

同時
開催!

中 学 生 以下
観覧無料

東京国立博物館（通称：トーハク）は、

1872（明治５）年に開催された

博覧会（湯島聖堂博覧会）を機に誕生しました。

博覧会開催の目的は、日本の近代化を図るとともに、

日本の文化を国内外に発信すること、明治維新による

改革の中で危機的状況にあった文化財を守ることでした。

その後、博物館・美術館だけでなく、

植物園、動物園、図書館の機能も合わせた

総合博物館を目指して動き始め、

1882（明治15）年から上野公園の現在地で活動を本格化。

そして2022（令和4）年、創立150年を迎えました。

町田久成
（1838～1897）

田中芳男
（1838～1916）

東京国立博物館　平成館
会期

会場

東京国立博物館  特別５室ほか会場

正門

本館

東洋館

法隆寺宝物館

黒田記念館

資料館

町田久成像

表慶館

東京国立博物館創立150年記念
特別展「国宝　東京国立博物館のすべて」

ジュニアガイド

NHKジュニアガイド

ⒸＮＨＫ・dwarf

日本でいちばん
長い歴史のある博物館

国宝が
勢ぞろい！

はじまりは？
だれが

つくったの？

博物館に
キリン！？

所蔵品は
全部でいくつ？

トーハク所蔵の

国宝

すべて見せます！

89件

なぜ
上野公園に？

89件
所蔵品数

国宝

どーもくんたーちゃん うさじい

平成館

西の正倉院、東の法隆寺宝物
館と並び称される古代日本文化
の宝庫です。

法隆寺宝物館
（法隆寺献納宝物）

毎年数回、特別展を開催。1階
の考古展示室には教科書で
見たことのある作品がたくさ
んあります。

平成館
（日本の考古・特別展）

縄文時代から江戸時代まで、
日本の文化史がたどれる「日本
美術の流れ」がおすすめです！

本館（日本ギャラリー）

日本を除く東洋の諸地域（中国・
朝鮮半島・東南アジア・西域・
インド・西アジア・エジプト）の
美術、工芸考古遺物を展示して
います。

東洋館（アジアギャラリー）

ⒸＮＨＫ・dwarf

裏面に
国宝一覧
を掲載！

空間を超えて

法隆寺へ

謎に包まれた

秘仏に出会う

博物館での
ルール

特別企画 「未来の博物館」

NHKと東京国立博物館が2020年から3年をかけて
開発してきた8K文化財プロジェクトの技術をフル活用し、
東京にいながらにして、空間を超えて、時間を超えて
さまざまな文化財を体験することができます。

Present
このジュニアガイドを持って、
特別展に来場されると
オリジナル下敷きを

プレゼントします。
※数量限定

東京国立博物館創立150年記念　特別展

事前予約制

「古今珎物集覧」一曜斎国輝筆 明治5年（1872）
こ こんちんぶつしゅうらん いち ようさい くに てるひつ めい じ ねん

博覧会の様子を伝える錦絵
はく

東京名所上野公園内国勧業第二博覧会美術館図

安藤広重（三代）筆　明治14年（1881）

とう

あん どう ひろしげ さんだい ひつ めい じ ねん

きょうめいしょ うえ の こう えん ない こく だい にかんぎょう はくらん かい び じゅつかんのず

らんかい よう す つた にしき え

名古屋城金鯱　展示風景
な ご や きんじょう しゃち てん じ ふう けい

トーハクの創立にかかわる重要な人物がふたりいます。ひとりは、元薩
摩藩士で、後に博物館の初代館長となる町田久成。もうひとりは元幕
臣、二代目館長の田中芳男です。町田は、明治になって日本に古くから伝
わる寺社の宝物や美術工芸品、考古遺物などが失われていくことに強い
危機感をもっていました。田中も同様に、国の発展のための自然博物館
の設立を目指して邁進しました。ふたりの思いが実を結び、日本で最初の
本格的な博物館が誕生しました。
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裏面に国宝の
写真一覧があるよ。
見てみよう！
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金鯱
レプリカを展示！
今回の特別展では、当時実際に
展示された作品の一部とともに、
もっとも人気だった名古屋城金鯱
の実物大レプリカが展示されます。
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東京国立博物館
とう きょう こく りつ はく ぶつ かん

鑑賞法は無限大！「未来の博物館」へようこそ！

同時開催の「未来の博物館」。
新たな鑑賞体験をお伝えします！

10月29日（土）午前10時30分～

10月19日（水）午後8時～

（再）10月26日（水）午前8時～

英雄たちの選択

トーハクの“生みの親”町田久成。
その知られざる歴史ドラマに迫る！

（再）10月30日（日）午後6時45分～

（再）11月5日（土）午後3時～

10月19日（水）午後10時～

歴史探偵「国宝と東博150年」

国宝のはにわや刀を徹底調査！
秘められた最高の技に迫ります！

毎週水曜午後 2時20分～
　　木曜午後 4時25分～
　　金曜午後11時50分～

びじゅチューン！

展覧会会期中は、東京国立博物館
所蔵〈国宝〉がテーマの曲を放送！

日曜美術館

見どころを展覧会場からギュ
ギュっとまとめてご紹介します！

10月23日（日）午前9時～

10月28日（金）午後7時57分～

11月3日（木・祝）午前10時5分～

チコちゃんに叱られる！

「“国宝”ってなに？」

（再）10月29日（土）午前8時15分～

東京国立博物館150年
“推し”の国宝　大公開！

研究員のみなさんへのアンケート
から“推し”のお宝をご紹介！

11月13日（日）午後7時～

11月6日（日）午後1時50分～ 

アート疾走　金と黒の本木雅弘

俳優本木雅弘さんが、自らの脚と
感性で日本人の美の源泉を掘り起
こします。

このジュニアガイドは特別展「国宝　東京国立博物館のすべて」の鑑賞の手引きとして小学校高学年から中学生を対象に作成しました。
制作：東京国立博物館／ＮＨＫ／ＮＨＫプロモーション

いつから
はじまったの？

ここでしか
見れないんだね。

発見が
いっぱい！

トーハ
クって

こんな
に

広いん
だ！

11月26日（土）午後8時15分～ 
（再）12月3日（土）午前9時30分～ 

有吉のお金発見　突撃！カネオくん

カネオくんが東京国立博物館へ突撃！国宝な
ど貴重な文化財の展示や保存にかかわる最新
テクノロジーやお金のヒミツをご紹介します！

NHKでは、期間中トーハク関連の番組を一挙に放送します！ ◁ 最新の番組情報はこちらから



3938

01 02 04 0503

14

07 0806 22 23

10 11

56

68

09

18

53

36

37

1312 16 1715 2625 27

19

21

2928

3433

30 31 32

50

20

51

58

40 4241 43 44

47 48 494645

67

636255

76
81
86

77
82

78
83

79
72 73 74 75

84
87 88 89

52

60

54

57 59

35

24

61

666564

7069 80
85

71

がか い

十六羅漢像
ろく ら かんぞうじゅう

普賢菩薩像
げん さつ ぞうぼふ

孔雀明王像
じゃくみょうおう ぞうく

虚空蔵菩薩像
ぼ さつぞうぞうくうこ

千手観音像
せんじゅかんのんぞう

扇面法華経冊子
さっしきょうけほめんせん

地獄草紙
ごくぞう しじ

餓鬼草紙
き ぞう しが

せ きしょ

賢愚経残巻（大聖武）
きょうざんかんぐけん じょうむおお

法華経方便品(竹生島経)
じまきょうぶちくぼんべんほうきょうけほ

円珍関係文書
えんちんかんけいもんじょ

群書治要　巻第二十二
よう まきだい に にじゅうちしょぐん

円珍贈法印大和尚位並智証大師諡号勅書
えんちんぞうほういんだい かしょういならびにちしょうだい し   し  ごうちょくしょ

白氏詩巻
はく し    し   かん

一遍聖絵　巻第七
ひじり え まき だいなないっぺん

平治物語絵巻　六波羅行幸巻
ものがたり まき ろく は ぎょうこうのまきらえじへい

竹斎読書図
しょ ずどくさいちく

破墨山水図
さんすい ずぼくは

秋冬山水図
すい ずさんとうしゅう

観楓図屛風
ぷう ず びょうぶかん

檜図屛風
びょうぶずひのき

松林図屛風
びょうぶずしょうりん

洛中洛外図屛風（舟木本）
びょうぶ き ぼんふなずがいらくちゅうらく

公 開 し ま す

こ れ ぜ ん ぶ

現在、国宝に指定されている美術工芸品は全国に902件あります。

東京国立博物館ではその約1割となる89件を所蔵し、

日本最大の国宝コレクションを誇ります。
※会期中、一部作品の展示替えを行います。各作品の展示期間等については、右の二次元コードからご覧いただける「国宝89件一覧」をご確認ください。

げん    ざい

りつ ぶつ かんはくこくきょうとう

ほん さい だいに こく    ほう ほこ

やく わり けん しょ   ぞう

こく   ほう ぜん   こく けんていし じゅつ げい ひんこうび

国宝

89件
一覧

よう か い がとう

瀟湘臥遊図巻
しょうしょうが かんずゆう

紅白芙蓉図
ふ よう  ずこうはく

りゅうほう

けん

じ

のう ほう もつ

聖徳太子絵伝
しょうとく たい  し      え   でん ほうりゅう  じ    けん もつちょう

法隆寺献物帳 細字法華経
さい   じ     ほ     け  きょう

木画経箱
もく   が  きょうばこ

ここう

扁平鈕式銅鐸
へんぺいちゅうしきどうたく

東大寺山古墳出土品
（金象嵌銘花形飾環頭大刀）

とう だい  じ  やま こ   ふんしゅつどひん

きんぞうがんめいはながたかざりかんとう   た    ち

埴輪　挂甲の武人
はに  わ　      けいこう　　 ぶじん

文祢麻呂墓出土品（瑠璃骨壺）
ふみのね   ま   ろ   ぼ しゅつどひん　る  り こつつぼ

興福寺鎮壇具（瑞花双鳳八花鏡）
こう ふく じ  ちん だん ぐ　ずいかそうほうはっかきょう　

江田船山古墳出土品（金製耳飾）
え    た  ふなやま  こ  ふんしゅつど ひん きんせい  みみかざり

海磯鏡
かい  き きょう

灌頂幡
かんじょうばん

竹厨子
たけ  ず    し

七弦琴
しちげんきん

竜首水瓶
りゅうしゅ すいびょう

鵲尾形柄香炉
じゃく  び  がた     え   ごう    ろ

墨台、水滴、匙（水滴）
すいてき さじ すいてきぼくだい

出山釈迦・雪景山水図
しゅっさんしゃ   か せっけいさんすい   ず

寒山拾得図（禅機図断簡）
かんざん じっ とく ず ぜん き  ず だんかん

こうしっ

片輪車蒔絵螺鈿手箱
かた わぐるままき    え ら  でん  て  ばこ

片輪車螺鈿手箱
かた  わぐるま ら でん  て   ばこ

八橋蒔絵螺鈿硯箱
やつ  はし   まき    え       ら    でん すずり  ばこ

舟橋蒔絵硯箱
ふな ばし まき   え すずり  ばこ

太刀　銘 備前国包平作（名物 大包平）
た    ち　　  めい　びぜんのくにかね ひら さく    めいぶつ   おおかねひら

短刀　銘 行光
たんとう　    めい　ゆきみつ

太刀　銘 備前国友成造
た    ち　      めい   びぜんのくに  とも なり ぞう

太刀　銘 来国光 嘉暦二年二月日
た    ち　      めい   らいくにみつ　  かりゃくに  ねん  に がつにち

太刀　銘 安綱（名物 童子切安綱）
た　ち　　  めい   やすつな    めいぶつ   どう  じ  ぎりやすつな

短刀　銘 吉光（名物 厚藤四郎）
たんとう　      めい　よしみつ　  めいぶつ　 あつしとう し   ろう

太刀　銘 三条（名物 三日月宗近）
た    ち　     めい  さんじょう  めいぶつ     み   か  づきむねちか

太刀　銘 定利
た    ち　      めい   さだとし

群鳥文兵庫鎖太刀　刀身銘 一（上杉太刀）
ぐんちょう とう しん めい     いち うえ すぎ   た　  ちもんひょう    ご ぐさりの       た         ち

太刀　銘 長光（大般若長光）
た    ち　      めい　ながみつ   だいはんにゃながみつ

太刀　銘 助真
た    ち　      めい   すけざね

太刀　銘備前国長船住景光　元亨二年五月日（小龍景光）
た    ち　      めいびぜんのくにおさふねじゅうかげみつ　     げんこう  に  ねん  ご  がつにち　 こ りゅうかげみつ

刀　無銘 正宗（名物 観世正宗）
かたな む  めい まさむね    めいぶつ   かん  ぜ  まさむね

太刀　銘 吉房（岡田切）
た    ち　     めい　よしふさ    おか だ   ぎり

刀　無銘 貞宗（名物 亀甲貞宗）
かたな　    む  めい   さだむね　  めいぶつ　  きっこう さだむね

太刀　銘 長光
た    ち　　  めい　ながみつ

刀　金象嵌銘 城和泉守所持 正宗磨上 本阿（花押）
かたな きん ぞう がん めい じょういずみのかみ しょ  じ まさむねすりあげ ほん   あ　      か   おう

太刀　銘 吉房
た    ち   　   めい　よしふさ

けんとう

梨地螺鈿金装飾剣
なし  じ    ら  でんきんそうのかざりたち

虎丘紹隆あて印可状（流れ圜悟）
じょうりゅう じょうかいん えん     ご　ながきゅうく

碣石調幽蘭第五
ちょう らん ごだいゆうせきけっ

王勃集　巻第二十九・三十
かん だい   に    じゅうく さんじゅうおう ぼつ しゅう

古文尚書　巻第六
こぶんしょうしょ     　かんだいろく

よう しょ せ きとう

的蔵主あて進道語
てきぞう  す しんどう  ご

無隠元晦あて法語
む いんげんかい ほう ご

照禅者あて偈頌（破れ虚堂）
しょうぜん じゃ げ  じゅ やぶ き   どう

聖一国師あて尺牘（板渡しの墨跡）
しょういち こく   し せき とく いたわた ぼくせき

世説新書　巻第六残巻
せ せつ しんじょ かんだいろくざんかん

無相居士あて尺牘
そう こ   じ せきとくむ

医心方　巻第二十六　延年部
しんぽう まきだい にじゅうろく えんねん ぶい

三宝絵詞　上巻
ぼう ことば じょうかんえさん

延喜式　巻第四
しき まきだいよんぎえん

まつのみやぼんたかりゃく ほんまんようしゅう だいいちまきこうげんじょうじょうげんえいぼんこ きん わ かしゅうおおんときのきさいの みやの うた あわせぴょうのかんじっしゅたいかわ じっしゅだんかんたいかわはぎじょうあき

元暦校本万葉集　巻第一（高松宮本）古今和歌集（元永本）　上帖寛平御時后宮歌合和歌体十種、和歌体十種断簡秋萩帖花下遊楽図屛風
ゆうらく びょうぶずかか

鷹見泉石像
せんせきぞうみたか

納涼図屛風
りょう びょうぶずのう

楼閣山水図屛風
すい びょうぶずさんかくろう




